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造
園
委
員
会
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
倒
木
を
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
細
か
く
断
裁
し
撤
去
す
る

道
路
障
害
物
の
除
去
訓
練
が
行
わ

れ
、
迅
速
か
つ
的
確
な
作
業
に
よ

り
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

昨
今
各
地
で
水
害
等
甚
大
な

被
害
が
出
て
い
る
中
で
の
訓
練
と

あ
っ
て
、
参
加
者
は
皆
真
剣
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

去
る
9
月
2
日(

金)

・
3
日

（
土
）琵
琶
湖
遊
覧
船
ｍ
ｅ
ｇ
ｕ

ｍ
ｉ
に
お
い
て
、
創
立
30
周
年
記

念
集
い
事
業
と
し
て「
琵
琶
湖
サ

ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
」を
実
施
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
会
員
事
業
所
か
ら

延
べ
124
名
の
参
加
が
あ
り
、
は
じ

め
に
清
原
会
頭
よ
り
琵
琶
湖
と
会

員
事
業
所
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

さ
ら
な
る
発
展
へ
の
期
待
に
つ
い

て
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
実
行

委
員
よ
り
乾
杯
の
発
声
が
あ
り
、

近
江
牛
の
特
製
弁
当
と
飲
み
物
を

囲
み
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
船
上
コ
ン
サ
ー

ト
や
吉
本
芸
人
の“
め
ぐ
ま
り
こ
”

さ
ん
に
よ
る
お
笑
い
も
の
ま
ね

シ
ョ
ー
を
楽
し
ま
れ
、
最
後
に
は

豪
華
景
品
の
当
た
る
抽
選
会
も
あ

り
、
30
周
年
を
祝
い
つ
つ
会
員
相

互
の
交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

  

去
る
９
月

13
日（
火
）当

所
201
号
室
に

お
い
て
、
第

４
回
常
議
員

会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

議
案
及
び

報
告
事
項
は

次
の
通
り
で

す
。

議 

案
１
．
第
12
期
会
頭
選
任
の
す
す
め

方
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
第
12
期
会
頭

選
任
の
す
す
め
方
に
つ
い
て
、
①

選
挙
に
よ
る
方
法
②
推
薦
に
よ
る

方
法
③
選
考
に
よ
る
方
法
が
あ
る

こ
と
を
説
明
し
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

推
薦
に
よ
る
方
法
を
新
議
員
に
よ

る
全
員
協
議
会
に
提
案
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
新

議
員
に
よ
る
全
員
協
議
会
に
つ
い

て
は
、
10
月
18
日（
火
）の
第
５

回
常
議
員
会
終
了
後
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

２
．
新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

　

14
件
の
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

提
案
し
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。（
本
誌
５
頁
を
参
照
く
だ

さ
い
）

　

報
告
事
項

１
．
第
12
期
１
号
議
員
選
挙
結
果

に
つ
い
て

２
． 

駅
前
総
合
案
内
所
の
月
次（
７

月
度
・
８
月
度
）報
告
に
つ
い
て

３
．
相
談
所
指
導
実
績
件
数（
７

月
度
・
８
月
度
）報
告
に
つ
い
て

４
．
事
業
報
告（
７
月
度
・
８
月
度
）

と
事
業
計
画（
９
月
度
・
10
月
度
）に

つ
い
て

そ
の
他

１
．
第
４
回
も
り
や
ま
産
業
フ
ェ

ア
に
つ
い
て

２
．
コ
コ
カ
ラ
Ｆ
ｅ
ｓ
に
つ
い
て

去
る
8
月
26
日（
金)

当
所
201

号
室
に
お
い
て
、
建
設
部
会
と
守

山
市
行
政
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
所
か
ら
は
大
崎
副
会
頭
と

松
永
専
務
理
事
が
参
加
さ
れ
、
建

設
部
会
か
ら
は
中
西
部
会
長
を
は

じ
め
10
名
の
役
員
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
守
山
市
か
ら
は
、
5
名
の

幹
部
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
回
は「
最
近
の
建
設
業
界
が

抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」、「
品

確
法
の
推
進
に
つ
い
て
」、「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

の
3
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
懇
談

し
、
双
方
か
ら
活
発
な
意
見
や
要

望
が
出
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
懇

談
会
と
な
り
ま
し
た
。

去
る
8
月
28
日(

日)

中
洲
小

学
校
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
守

山
市
地

震
災
害

総
合
訓

練
が
開

催
さ
れ
、

建
設
部

会
か
ら

土
木
委

員
会
と

常
議
員
会
を
開
催

第４回

第
12
期
会
頭
選
任
の
す
す
め
方
に
つ
い
て
協
議

〈
報
告
事
項
〉

〈
そ
の
他
〉

〈
議
　
案
〉

建設部会

行
政
と
の
懇
談
会
が

　
　
　
開
催
さ
れ
る

建設部会

守
山
市
地
震
災
害

　 

総
合
訓
練
に
参
加

「
琵
琶
湖

    

サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
」

                    

を
実
施

“
琵
琶
湖
に
感
謝
”

  

湖
上
で
創
立
30
周
年
を
祝
う
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去
る
9
月
16
日（
金
）、
17
日

（
土
）守
山
市
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た『
も
り
や
ま
産
業
フ
ェ
ア

２
０
１
６
』に
あ
わ
せ
、
守
山
商

工
会
議
所
創
立
30
周
年
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
資
源
を
活
か
し
た
商
品

を
取
り
扱
っ
て
い
る
12
事
業
所
が

参
加
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
守
山
の
魅

力
あ
る
素
材
を
使
用
し
た
商
品
を

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
産
業
フ
ェ
ア

来
場
者
の
み
な
ら
ず
、
運
動
公
園

利
用
者
や
一
般
の
方
な
ど
多
く
の

方
に
守
山
の
地
域
資
源
に
つ
い
て

改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

市
内
在

住
・
在
勤

の
起
業
を

目
指
す
12

名
が
参
加

さ
れ
、
手

作
り
作
品

を
対
面
販

売
さ
れ
ま

し
た
。
カ
バ
ン
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
、
そ
こ
で
し
か
買
え
な
い
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
温
も
り
の

あ
る
作
品
に
足
を
止
め
る
方
も
多

く
、
手
作
り
商
品
や
作
家
と
の
会

話
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た

ク
ッ
キ
ー
作
り
と
木
の
小
物
作

り
の
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
、
お
店
の
人
か
ら
直
接
教
わ
り

な
が
ら
、
仕
事
の
楽
し
さ
を
体
験

さ
れ
ま
し
た
。
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り

で
チ
ョ
コ
ペ
ン
で
イ
ラ
ス
ト
が
思

う
よ
う
に
描
け
ず
四
苦
八
苦
す
る

子
ど
も
や
、
小
物
づ
く
り
で
自
分

の
好
き
な
よ
う

に
木
を
組
み
合

わ
せ
て
独
創
的

な
作
品
を
作
る

子
ど
も
な
ど
が

見
ら
れ
、
大
盛

況
の
内
に
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
に
当
所
で
実
施

し
た『
デ
ザ
イ
ン
を
核
と
し
た
商

品
開
発
力
向
上
事
業
』に
お
い
て

発
案
さ
れ
た
商
品
を
展
示
し
、
発

表
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

所
が
持
つ
特
性
や
強
み
を
活
か
し

て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
支
援
を
受
け

て
開
発
さ
れ
た
商
品
を
多
く
の
来

場
者
に
見
て
触
れ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

近
畿
大
学
教
授
の
有
路
昌
彦

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
今
後
の
産

業
か
ら
考
え
る
食
の
安
全
と
環

境
問
題
」と
題
し
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
有
路
氏
は
各
種
メ

デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
た

「
ウ
ナ
ギ
味
が
す
る
ナ
マ
ズ
」の

開
発
に
至
っ
た
経
緯
、
食
の
産
業

が
抱
え
て
い

る
問
題
や
今

後
に
つ
い
て

非
常
に
分
か

り
や
す
く
講

演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

上
羽
絵
惣
株
式
会
社
取
締
役

の
石
田
結
実
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
誰
も
が
必
ず
持
っ
て
い
る
、
与

え
ら
れ
た
任
務（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）

＝
自
分
が
大
好
き
な
こ
と
」と
題

し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
田
氏
は
胡
粉
ネ
イ
ル
と
い
う

マ
ニ
キ
ュ
ア
商
品
を
開
発
す
る
に

至
っ
た
経
緯

や
、
様
々
な

こ
と
に
貪
欲

に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
き
た

自
身
の
経
験

な
ど
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

去
る
９
月
17
日（
土
）、
工
業

部
会
の
主
催
に
て
、
小
学
生
の
親

子
が
宇
宙
や
自
然
に
つ
い
て
学
習

す
る「
も
り
や
ま
・
宇
宙
の
教
室
」

が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
子
ど
も
・
宇
宙
・

未
来
の
会
」（
Ｋ
Ｕ-

Ｍ
Ａ
）の
協

力
を
得
て
開
催
さ
れ
、
約
50
組
の

親
子
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
子
ど
も
・
宇
宙
・

未
来
の
会
理
事
の
稲
葉 

茂 

先
生

に「
ロ
ケ
ッ
ト
は
な
ぜ
飛
ぶ
の
？
」

と
題
し
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
ポ
イ
ト
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
る
実
験

で
は
、
よ
り
高
く
飛
ば
す
方
法
を

一
生
懸
命
に
考
え
な
が
ら
実
験
に

取
り
組
む
姿
が
大
変
印
象
的
で
し

た
。
参
加
者
の
中
に
は
休
憩
時
間

中
に
先
生
に
個
別
に
質
問
す
る
子

も
見
受
け
ら
れ
、
関
心
の
高
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
部
会
長
は
、「
宇
宙
の
教

室
を
通
し
て
、
将
来
地
域
の
モ
ノ

づ
く
り
の
担
い
手
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
さ
ら

に
は
参
加
者
の
中
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト

の
打
ち
上
げ
に
携
わ
る
よ
う
な
人

が
出
て
く
れ
れ
ば
」と
、
本
事
業
に

期
待
を
寄
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

【
地
域
資
源
物
産
展

　
　
　
第
５
回
モ
・
リ
・
シ
ェ
】

【
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
】

【
ま
ち
ゼ
ミ
キ
ッ
ズ
】

【
デ
ザ
イ
ン
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
新
商
品
発
表
会
】

【
商
家
門
塾
】（
青
年
部
主
催
）

【
創
業
セ
ミ
ナ
ー
】

「
も
り
や
ま
・

　
　
宇
宙
の
教
室
」
開
催

〜
親
子
で
宇
宙
に
つ
い
て
学
習
〜

工
業
部
会

も
り
や
ま
産
業
フ
ェ
ア
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去
る
9
月

12
日（
月
）ホ

テ
ル
ボ
ス
ト

ン
プ
ラ
ザ
に

お
い
て
、
滋

賀
県
商
工
会

議
所
青
年
部

連
合
会
事
業

で
あ
る
滋
賀

県
版
故
郷
の
新
し
い
風
会
議
が
開

催
さ
れ
、
当
所
青
年
部
か
ら
は
13

名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
で
は
、
滋
賀
県
職
員

の
方
を
招
き
、
滋
賀
県
が
抱
え
る

３
つ
の
テ
ー
マ「
若
年
労
働
者
の

県
内
就
業
と
定
着
の
促
進
・
女
性

の
活
躍
推
進
」「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」「
観
光
」に
つ
い
て

県
内
青
年
部
メ
ン
バ
ー
と
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、

会
議
で
話
し
き
れ
な
か
っ
た
話
題

や
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
語

り
合
わ
れ
、
交
流
会
は
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

滋
賀
県
版
故
郷
の

　 

新
し
い
風
会
議
が

　       

　
開
催
さ
れ
る

第12期　1号議員決定

守山商工会議所の第12期１号議員（定員40名）が決定しましたので報告します。
7月29日から8月12日の期間、 第12期 1号議員立候補を受付し、定数40名に対し40名の立候補届
がありました。8月19日選挙管理委員会を開催し、立候補者40名を確認の上、議員選挙・選任規
約第27条に基づき全員無投票当選としました。

事業所名  氏 名 役職名 部  　会
旭オイル㈱ 森本  藤樹 代表取締役 商　　業
㈲いろは花店 渡辺　年貴 代表取締役 商　　業
北田電器㈱ 北田　欽也 代表取締役 商　　業
ＫＥＩＪＩグリーンサービス 田中  哲夫 代表者 商　　業
湖南石油㈱ 西村　弘樹 代表取締役 商　　業
三野紙店 三野　   弘 代表者 商　　業
㈱田中仏壇店 田 中 　 尚 代表取締役 商　　業
田中弥菓舗 田中  和弥 店長 商　　業
㈲マツヤ 松谷　悦男 代表取締役 商　　業
㈲ムラタ 村田  庄一 取締役会長 商　　業
㈱守山輸出玩具製作所 竹村  茂一 代表取締役 商　　業
㈱魚伊 林 　 晃司 代表取締役 サービス
㈱ウンリュウ工芸 岡村  龍成 代表取締役 サービス
料理旅館 えり市 奥野　英樹 代表 サービス
門前茶屋　かたたや 石田　清浩 代表者 サービス
スティマー・ザール 上野　恵子 副代表 サービス
㈲デジタルストライブ 田中　英樹 代表取締役 サービス
㈱北陸 村田  一男 代表取締役 サービス
三福商店 三上　禮子 店主 サービス
ＲS ＴＲＡＶＥＬ ＨＩＫＩＤＡ 疋田  正広 代表総支配人 観光理財
㈲第一観光サービス 田中　尚仁 取締役 観光理財
㈲武村ライフプランニング 長原     賢 代表取締役 観光理財
林貞治税理士事務所 林 　 貞 治 代表 観光理財
ピープル社労士事務所 髙井　　 隆 代表者 観光理財
守山タクシー㈱ 三品  勝裕 代表取締役 観光理財
㈱イマック 田中     守 代表取締役 工　　業
㈱キョーリン 林　   敏郎 代表取締役 工　　業
グンゼ㈱守山工場 荒井　伸二 工場長 工　　業
神港精機㈱滋賀守山工場 橋井　秀之 業務課長 工　　業
田中生コン ㈱ 田中 　  強 代表取締役 工　　業
㈱葭本ダンボール 葭本　勝利 代表取締役 工　　業
㈲近江安全産業社 中塚　   勉 取締役会長 建　　設
大崎設備工業㈱ 大崎  裕士 代表取締役 建　　設
近畿ニチレキ工事㈱ 赤井　良匡 営業課長 建　　設
㈱クズハタ装飾 葛畑   　正 代表取締役 建　　設
（名）クラフトカフェ建築設計事務所 鵜飼　貞夫 代表社員 建　　設
中井木材㈱ 中井  良雄 代表取締役 建　　設
㈱風雅 服部　将則 代表取締役 建　　設
馬渕建設㈱ 馬渕　勇一 代表取締役 建　　設
㈱ヤスダ 旭 　 吉 蔵 代表取締役 建　　設
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新入会員紹介コーナー 新しい会員さんです。共に、頑張りましょう！（敬称略）

　駅前案内所スタッフが秋に読む一冊をおすすめコメントを
添えて紹介します。

 ■ 私のおすすめの愛読書
〜2日(日)

　「豊かな心をはぐくむ家庭づくり運動」の推進事業として、
親子の愛情あふれる作品や親子で描いた作品、また地域の
ふれあいの写真や絵を募集展示します。

 ■ 守山っ子ふれあいサンデー夏休み写真絵画展
10月3日（月)〜9日(日)

　現代短歌の観賞や各自の作品を批評し合ってよりよい作品
づくりに励んでいます。
　置いてある作品集は自由にお持ち帰りできます。

 ■ 吉身公民館短歌教室作品展
10月10日(月)〜16日(日）

　読書の秋！ラベンダー　カラスウリ　ムラサキハナナ　ニッ
コウキスゲなどの野草を水彩画で描き本にしました。ぜひ秋
の観賞本の一冊に！

 ■ 植物水彩画一木一草展
10月31日(月)〜11月6日(日)

今回の個展を通して切り絵を観賞するおもしろさや美しさに
出会い、切り絵の世界を楽しんでいただけたらと思います。

 ■ 石嶋和次個展　「切り絵の世界」
10月17日(月)〜23日(日)

10月31日（月) 13:30〜15:30
守山駅前コミュニティホール(第2ホール)

メアリーローズ　石割　文先生
15名(最少開講人数10名)

1000円(材料費込み　タッセル2個分)

針 はさみ 眼鏡(必要な方）指ぬき

日　時

場　所

講　師

定　員

参加費

持ち物

事業所名 代 表 者 名 所在地 業種

金田外装 金 田 　 浩 和 水保町1342-10 外装工事業

サークルＫ守山えんま堂店 笹 山 　 み ほ 焔魔堂町240-1 コンビニエンスストア経営

関西保温工業株式会社
滋賀研究所 齊 藤 　 陽 介 勝部四丁目1-17 断熱工事用材料の研究開発

ガレット＆カフェ 
クランプーズ 田 井 中 千 尋 浮気町29-7 飲食業

守山市観光物産協会 中 西 　 隆 彦 吉身三丁目11-43 観光物産振興事業の企画・
紹介

ｄｅａｒ      Ｓｉｇｎ 堂 國 　 亮 平 欲賀町1930 自動車販売整備、板金装金、
部品販売取付

谷農園 谷 　 守 穂 幸津川町1338 果樹・野菜生産販売

川田産業 川 田 　 光 男 幸津川町1094 資材運搬・販売、ユニック作
業一式

エブリィー整骨院 西 村 　 綱 正 下之郷一丁目3-50 整骨院

Ａｌｐｈａｕｐ 谷 　 佳 浩 守山六丁目10-66 
リカーフォレスト202

広告・名刺・チケット等の
製作

あかり整体所 森 　 信 一 栗東市綣3-20-31 整体業

ＴＨＥ ＦＩＲＳＴ ＰＬＵＳ Ｄ 羽 田 　 啓 道 勝部五丁目3-35 飲食業

ＯＩ企画室 杉 　 律 子 石田町898-5 広告物企画・作成、販促のコ
ンサルティング、講師

お部屋の
ワンポイント

アクセサリーに！

コミュニティ講座受講生募集のお知らせ!!
♥布花のカーテンタッセル作り♥

お
申
込
は

駅
前
総
合
案
内
所
迄
！
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＜お 問 合 せ 先＞京滋支社　京都営業所 〒604-0862 京都市中京区烏丸通夷川上ル少将井町240番地
  京都商工会議所ビル4F TEL 075-229-6117
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『専門家による特別相談室設置』
～中小企業の経営の安定をはかる為、あらゆる相談に応じます～

※ご相談は相談日の10日前までに必ず電話で予約下さい。

ご相談・お問い合わせは
守山商工会議所・中小企業相談所 指導課まで TEL 582-2425  FAX 582-1551

経 営 相 談 随　　時

法 律 相 談 毎月第4水曜日

特 許 相 談 毎月第2水曜日

金 融 相 談 随　　時

労 務 相 談 随　　時

省エネ 相 談 随　　時

 毎月第3火曜日午後

☆完全予約制。
☆弁護士、中小企業診断士が無料
で相談に応じます。

☆秘密は厳守致します。
☆当所会員限定の無料相談です。

マル経資金困
っ
た
時
、迷
っ
た
時
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い！

完
全
予
約
制

（小規模事業者経営改善資金）とは？
　守山商工会議所の経営指導を受けておられる事
業所を守山商工会議所が推薦し、㈱日本政策金融
公庫から貸し出される小規模事業者向けの無担
保・無保証人の金融制度です。

※その他、状況により本制度がご利用いただけない
場合があります。まずはご相談ください。

融 資 額 2,000 万円

利   率 1.30%

返済期間

（平成28年９月10日現在）

融資内容は・・・ 利用条件は・・・
□守山市内で１年以上事業を
営んでおり、事業所得の申
告をしている方

□従業員が５人以下の商業・
サービス業、20人以下の製
造業・その他

□納付すべき税金
（法人税、所得税、事業税、
市県民税、消費税など）を完納
している方

設備資金
10 年以内

運転資金
7年以内

日本政策金融公庫 融資相談

10
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

日 月 火 水 木 金 土

1
・青年部 近畿ブロック
大会城陽大会

2 3 4
・正副会頭会議
・青年部 執行部会議

5 6
・倒産防止セミナー

7
・守山商工会議所
創立30周年記念式典
並びに祝賀会

8

9 10
体育の日

11
・滋賀県商工会議所
女性会連合会 講演会
・青年部 役員会

12 13 14 15

16 17 18
・二葉会
・第５回 常議員会
・第12期議員全員協
議会

19
・五部会 部会長会議
・守山市しごとはじめ
支援協議会
・金融審査会

20 21
・環境保全対策委員会 
視察研修

22

23 24 25
・湖南四市建設部会 連
絡会
・商業部会 市長との意
見交換会

26
・法律相談

27 28 29

※上記スケジュールに関するお問い合わせは　守山商工会議所業務課  TEL 582-2425 まで
3130

　　　 ・珠算検定
　　　 ・ココカラｆｅｓ
・青年部 近畿ブロック
大交流会

守山商工会議所会費納入について   会員の皆様へ
   お知らせ並びにお願い

　平素は当所事業各般にわたり、ご支援・ご協力を賜り誠に有難うございます。
　平成28年度後期分会費納入について、請求書を10月上旬に送付させていただきますので、振込等を
される事業所様につきましては、最寄りの金融機関より10月27日（木）までにお振込みください。
　また、振替口座をご利用の事業所様につきましても10月27日（木）に振替させていただきますので、
事前に口座へご入金くださいますようお願い致します。
　尚、振替口座をご利用の事業所様で、領収書がご入用でしたら当所までご連絡ください。
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日商コラム
column 快進撃企業に学べ

「人財の確保・育成により地域を
　　　支える『株式会社アポロガス』」

　1947年東京生まれ。福井県立大学教授､ 静岡
文化芸術大学教授などを経て､ 2008年4月より
法政大学大学院政策創造研究科（地域づくり大

学院）教授､ 同静岡サテライトキャンパス長および同イノベー
ション・マネジメント研究科兼担教授｡ 他に、国や県、市町、
商工会議所などの審議会・委員会の委員を多数兼務している。
専門は中小企業経営論・地域経済論・産業論。著書に『日本で
いちばん大切にしたい会社』（あさ出版）、『この会社はなぜ快
進撃が続くのか』（かんき出版）など。

法政大学大学院政策創造研究科
教授　坂本　光司

坂本　光司／さかもと・こうじ

もりやまの会員事業所紹介

★

守山駅東口

勝部四丁目

岡町

守
山
駅

堀井動物園●

レインボーロード

●バロー

すずき
クリニック

●

クランプーズガレット
＆カフェ

　福島市の郊外のロードサイドに、ペンション風の素敵
な事務所がある。ここが「元気エネルギー供給企業」を
キャッチコピーに掲げている、株式会社アポロガスの本
社である。
　同社は、ＬＰガスや太陽光エネルギーの販売などのエ
ネルギー関連事業と、住宅リフォームや水道工事などの
住宅関連事業の２本柱が主事業である。今から45年前
の1971年、地域の小規模企業４社のＬＰガス供給業者
が、利用者満足度と将来の生き残りのためあえて合併
し、設立した。なお、アポロガスという社名は、同社
が設立する２年前の1969年は宇宙船アポロ11号が月面
着陸に成功した年であることから、どんな時代もチャレ
ンジ精神を忘れない会社経営をしようと名付けられた。
　設立以来、地域の支持を受け、ゆっくりではあるが着
実に成長発展しており、現在、関連会社を含め社員数は
約70人、年商は12.5億円強の規模である。同社のこの
成長発展の最大の要因は、現社長である篠木雄司氏が言
う「わが社の強みは人財」という言葉に尽きる。事実、
同社の最大の魅力を利用者に聞くと、大半の人々が「素
敵な社員ばかり」と言い、この言葉に集約される。ガス
屋さんというより、サービス業なのである。
　同社では、このため人財の確保・育成にことのほか注
力している。人財の確保に関して言えば、求める人財像
を明確に示している。ちなみに同社の求める人財は、「
アインシュタインの言葉の実践者」である。アインシュ
タインの言葉の実践者とは、「人は周りの人々を幸せに
するために生きている。感謝の気持ち、目配り・気配
り・心配りができる、思いやりの感性を持った人を採用
したい」ということである。
　また入社希望者には、入社後の仕事以外の必修項目も

明示している。例えば、社内のトイレや会社周辺の道路
の清掃、親孝行レポートの提出、さらにはラジオパーソ
ナリティーの出演などである。加えて言えば、内定者に
は雇用のミスマッチが無いよう、入社前に30日のイン
ターンを経験させている。面接時、こうした会社の姿勢
を聞き、辞退する学生も少なからずいるが、入社する社
員はまさに理念共鳴型の「才と徳」を兼ね備えた人財で
ある。
　先日、篠木雄司社長から2011年に発生した東日本大
震災とその後の福島原発事故当時の社員のエピソード
を聞いた。それは多くの会社がこの地から撤退する中、
社員に意見を求めると、ある女性社員は「私の顔を見る
と安心するという、おじいちゃん・おばあちゃんを残し
て、私一人が避難するわけにはいきません……」と。ま
た、ある中堅の男性社員は「一人で死ぬのは嫌だけれ
ど、アポロガスの皆と一緒なら何も怖くない」と語る。
同社がなぜ地域住民の高い評価を受け、成長発展してき
たのかが良く分かった。

そば粉おかずクレープの
              お洒落なカフェ

ガ
レ
ッ
ト
＆
カ
フ
ェ

   

ク
ラ
ン
プ
ー
ズ

　６月にオープンされた『ガレット＆カフェ クランプーズ』。のどかな

田園風景が広がる景色に囲まれており、木製家具が並ぶ店内は温かい

雰囲気が漂い、女子会や恋人同士、家族連れで連日賑わっておられます。

　国産のそば粉100％で焼き上げた自家製ガレットは、表面はパリッとしていて中はふんわ

りと柔らかく、香ばしいそばの風味を楽しめます。地元食材にこだわったサラダやスープと

焼きたてのガレットを、ぜひ一度味わってみてはいか

がでしょうか。

【営業時間】
　 10:00-18:00

【 定 休 日】
　 不定休

【住所】〒524-0033
    　　守山市浮気町29-7

【TEL】077-599-1935
【URL】https://www.facebook.
　 com/1772606239643524/
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